
日本の注目ベンチャー企業―News2u ││ INTERNET magazine ││ 2005 ││ 11 ││ 67

インターネットの普及によって、いまやIT系に限らず多くの

企業が、自社の製品やIR、求人情報などを、ネットを使って発

信している。ただし、本当にネットを活かした情報発信にはノ

ウハウも必要とされるが、そんな企業のネットPRを支援する

のがNews2uだ。「難しいことをやさしく伝える」がモットー

の同社代表取締役社長 神原弥奈子氏に、起業のきっかけや将

来の展望について伺った。

株式会社ニューズ・ツー・ユーのプロフィール

●所在地　東京都千代田区一番町

●設立年月　2001年3月（株式会社カプスとして1993年に創業）

●代表取締役名　神原 弥奈子（かんばら みなこ）

●社員数　約40名（2005年9月現在）

●ウェブ　http://www.news2u.co.jp/

●事業内容　インターネットビジネス支援全般

情 報 発 信 能 力 の 低 い
日 本 の 企 業 に ネ ッ ト P R を 提 供

News2u
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してニュースリリースをクローズアップし

ていくところが特徴です。

■企業は、新製品やサービスを出すとき

にニュースリリースを渡して、それを

「News2u.net」も含めた適切なメディアに

提供していくというものですね。

●そうです。現在、約600社の企業に会

員登録いただいており、約 7000 本の

ニュースリリースがアーカイブされていま

す。

コンテンツは、時系列順、業種別、情

報カテゴリー別、企業別等、カテゴリー

別に閲覧、検索することができます。例

えば IT系のメディア向けにニュースリ

リースを出す場合は、フラグを立てるこ

とでITという情報カテゴリーに振り分け

られます。フラグは企業側が自分で設定

します。

また、上場企業の情報だけを検索する

企業が発信するリリースには

コンテンツとしての価値がある

■ 取り組んでいる事業の概要をご説明

いただけますか。

● ネットPRというもので、企業が出す

ニュースリリースを集め、当社が運営す

るリリースポータルサイト「News2u.net」

に掲載すると同時に、ライブドアやgoo

など、一般向けのポータルサイトなどに

コンテンツとして提供しています。その

ほか、オプションのサービスとして、メ

ディアへのニュースリリースの配信や、

ニュースリリースの代筆なども行ってい

ます。基本的には、ネットのコンテンツと

こともできます。ニュースリリースそのも

のをいろいろな切り口で利用できるサー

ビスだと思います。

他にも、News2uの前身となるカプス

の主要事業であるウェブの製作も行って

います。

ウェブの目的は、情報をステークホル

ダーに届けると同時に新たな集客をする

ことです。そのためには常に新しいコン

テンツがないといけないのですが、その

部分になかなか手が回らず、立ち上げた

ままでほったらかしてしまうケースが少

なくありません。私たちがこの事業を始

めたきっかけは、企業サイトで最も更新

すべきところ、つまり「What's New」をう

まく伝えていけるようにサポートしようと

思ったからです。

What's Newというのは何かが変わっ

たということですから、企業にとっては

ニュースなわけですよね。ところが今ま

での発想では、プレスリリースとして発表

するものは、プレスにとって価値がある

内容じゃないと書いちゃいけないという

意識があったと思うんです。それは、プ

レスが対象読者に価値ある情報を届け

るというマスコミとしての使命があったか

らだと思いますが、インターネットになる

とネット上のあらゆるステークホルダーが

企業サイトに来てくれます。その企業に

関心を持っている人にとっては、マスコ

●神原 弥奈子
■ 編集部
Photo:島津 隆雄

News2u.netでは、企業のリリースが
業種やカテゴリーごとに整理されている
ほか、さまざま企業の社長ブログやネッ
トPR関連の情報がまとめられている。
http://www.news2u.net/
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ミに報じられなくても知りたい情報があ

ると考えています。

What's Newってことは、つまりニュー

スなんですね。さらに、企業のサイトまで

来てWhat's Newを読む人ならその会

社を知ってるからいいんですけど、知ら

ない人に対しては、ニュースリリースとい

う形で会社の現在の事業展開や展望と

いった情報をお伝えする必要があります。

情報発信能力の低い

日本の企業を支援

■ ご自身の著書『勝つためのインター

ネットPR術』にもありますが、リリースだ

けではなく企業がPRしていくために、イ

ンターネット時代に適したコンサルティン

グみたいなこともされているようですが。

●日本企業は、情報発信能力が非常に

低いと思います。情報発信していくニー

ズが今までなかったからだと思います。

やはりBtoCとかでマスに対してやって

いくものは、商品の流通量がある一定規

模ないといけませんし、ある程度の規模

の会社じゃないとできなかったというこ

ともあったと思います。それに対し、イン

ターネットは距離や時間を越えられるだ

けでなく、物質的な量の部分でも規模に

合わせた展開ができます。企業ウェブサ

イトをどのように活用していくか考えたと

き、どのように情報発信していくか、自社

の中にある情報とは何か、ニュースとは

何かというのを見つけるところから入り、

サイトの構成を考えますので、コンサル

ティングがメインになります。

一般的に企業サイトというのは投資家

向け、お客様向け、学生向けなどといっ

たように、ターゲットごとに分けて作られ

ることが多いと思うんですが、それをも

う一度考え直して、サイトのコンテンツと

して更新頻度の高いものはどこか、どこ

にニュースがあるのかっていう視点で見

ると、ウェブサイトの作りもまた変わって

きます。

■企業の情報を発信していく上で、ブロ

グというのが強力なツールになるとも

おっしゃっていますが、ビジネスブログの

ようなものはどう考えていますか？

●ブログでサイトを構築するという発想

は、実は私はあまり持っていません。な

ぜかというと情報をいつも更新できる企

業は少ないからです。全面的にブログを

導入してサイトを作るのも否定はしませ

んが、実際にそれが有用な企業とそうで

ない企業があると思います。企業のブラ

ンディングとか方向性によって、有用な

ツールというのは変わってきますから。

私たちは、日本の情報発信能力が低い

原因は、社長のコミュニケーションリテラ

シーに問題があると思っています。メ

ディア嫌いだとか、ご自身で説明するの

が苦手とか。そこで、社長にとってのリ

ハビリツールみたいな感じで、自分の考

えをまとめるツールとして活用し、リアル

でも実践しやすくなりますので、社長ブ

ログをお勧めしています。

また、これからブログを書くユーザー

はさらに増えることが予想されますか

ら、情報ソースも必要になります。その

時に、企業のニュースリリースはすごく重

要になると思っています。雑誌など、メ

ディアを通じた情報は記者の二番煎じに

なってしまうので、ブログを書いている

人たちにとって面白くない。これから日本

にきちんとしたブロガーが出てくるとした

ら、生情報から自分なりの意見や見解を

ゼロから書ける人だと思います。その時

の元になる生情報って、ニュースリリー

スじゃないでしょうか。

チーム単位でゆるやかに区切られたデスク。パーティションが低いので、スタッフ同士の
コミュニケーションがとりやすい。社長室はガラス張りで、いつでもフロアを見渡せる
（右上）。ブルーの柱は、会社のイメージカラーに合わせて色を塗ったとのこと。
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業界と一般ユーザーとの

格差を埋める橋渡しになる

■ブログについて技術的な話題として、

RSSなどが取り上げられていますね？

● これは私自身の反省も含めてなんで

すが、今回本の原稿を書いてみて分かっ

たことは、この業界が持っているオタク

度、専門性の高さとか業界内だけでのコ

ミュニティーの深さを改めて感じました

ね。私自身も凄く楽しかったので、どっ

ぷり浸かっていたのが分からなかった。

ですから、顧客本位ではなく、世間の半

歩先どころか2歩先を行っていた。振り

向くと後ろに顧客がいなかったというこ

とです。

一般の方にRSSそのものがどういうふ

うに認識されているのかとか、リーダーを

使っている人がどれくらいいるのかとか。

今ではその経験を元に、新しいものだ

けを追い求めるのではなく、ユーザー本

位で考えるように努めています。

最近のネットユーザーと、以前から

ネットにいる人たちとの間のリテラシーと

か認識の違い。ITによるデジタルデバイ

ドって大きいんですよ。ブロードバンドが

来てないとか、インターネットが使えない

ということではなくて、情報を処理する

部分のデジタルデバイドが大きくなってい

て、異業種からの中途採用のスタッフの

中にはとまどいもあるようですね。1日に

何百通も来るメールのフィルタのかけ方

とか処理するスピードとか。「メールって

全部見なきゃいけないんですか？」って。

一部の新しもの好きな人たちが面白い

ねっていっていることを通訳する世代や、

そういうビジネスが必要かもしれない。

橋渡しっていうと僭越なんですけど、私

はそこに不安を持ったので、そういう

ツールとして「News2u.net」を立ち上げま

した。

いつでもユーザーの立場で考え

ニーズに合わせて柔軟に変化

■ 本を出したことで講演の機会が増え

たようですが、聴講者はどういった方が

多いんですか？

●あまりIT系ではないんですよね。IT

系というよりも、企業の社長。今は、IT

というよりは実業の方々とコミュニケー

ションを取りたいなと思っています。まだ

まだITに対して食わず嫌いな人が多い

んですよね。そういう人にインターネッ

トって簡単なんですよといったり、「やっ

てないとやばいですよ」って脅したり、日

によって違いますけど（笑）。

分かりやすく伝えるために、私も今言

葉の練習をすごくしています。「ホーム

ページ」って陳腐な感じがしてすごくいい

たくない自分があったんですけど、「ウェ

ブサイト」っていっただけで聴衆は、「ま

た難しいカタカナが出てきた」って引い

ちゃうわけです。業界そのものの問題だ

と思うんですけど、「この言葉知ってます

か？　ああ知らなくてもいいんですよ」っ

ていう話に持っていけるような形でお話

するようにしています。

最近は自然に「ホームページ」って出

てくるようになりましたけど、たまに「また

ウェブサイトっていっちゃった。減点1」み

たいな感じでやっています（笑）。

■今後の展開や将来の夢は？

●私自身、インターネットと共に成長して

きと思っているので、いつもネットでドキ

ドキワクワクしていたいんですね。そう

いう意味では、News2u.netというサービ

スを自分で産み出して運営していて、こ

れからはNews2u.net がインターネット

ユーザーと一緒に成長していく、これか

らどう育っていくのかなぁっていうのが

すごく楽しみで、自分自身がこのサービ

スに夢中ですね。

1年前といっていることが変わったと

か、朝令暮改っていうのは会社の中では

よくあって、ユーザーの使い方が変わっ

てきてるんだからそれに合わせてどんど

ん変わっていけばいいんじゃないかとい

うスタンスで、これからもインターネットや

News2u.netと接していきたいなと思って

います。

■ありがとうございました。

神原社長がネットPRの極意を記した
『勝つためのインターネットPR術』は、
ライブドア堀江社長との共著。平易な
文章で書かれているのでこれから始め
る社長さんにもお薦め。

S T R E A M I N G

ビデオストリーミングで、神原社長のメッ

セージが視聴できます。
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